
１ 本校の概要 

本校は、今年で開校 150 年目を迎えた歴史と伝統ある

学校である。全校児童 305名、14学級に加え、通級指導

教室を併設し、特別支援教育のニーズに対応した明るく

開かれた学校である。今年度は、校舎の大規模改造工事

があり、学校図書館も２、３学期は閉館している。そのた

め、司書教諭、情報主任を中心に全教職員でアイディア

を出し合い、児童の読書活動が継続できるように取り組

んでいる。 

 

２ 本校の実践 

(1) 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

・ 各教科等における学習に結び付けた取組 

・ その他（一人一台端末の活用） 

 

(2)  実践の概要 

 ア 秋の読書月間の取組 

めあて 

たくさん本を読んで『大好きな１冊』を増やそ

う 

取組内容 

① 各自で読書を進める。 

② 自分にとって 1番心に残った本 

（チャンプ本）を選ぶ。 

③ クラスでチャンプ本を紹介し合う。 

④ お互いのチャンプ本を読み合う。 

個人→クラス全体で共有→個人という手順

を取ったことで、友達のチャンプ本に興味を

示し、普段は手に取らない分類の本を読む児

童も見られた。また、本を通して自然な形で

意見交流を行う姿も見られた。 

イ 授業者のねらいに応じた並行読書の選定 

当該単元の指導のねらいをよりよく実現する

ために、教科書教材と関連させて、計画的に並

行読書を行った。 

担任から授業のねらいや授業構想を聞き、司書教

諭・学校司書が授業者の意図に沿った図書を選定し

た。 

 

 

 

 

ウ 読書ビンゴ 

   学期に１枚取り組んだ。（３×３マス） 

「先行学習として」「良書に親しむ」「幅広いジャン

ルに触れる」というねらいのもと、各教科の単元に

関連する本、国語の教科書で紹介されている本、推

薦図書などを選定した。 

エ 一人一台端末の利用 

本年度は校舎の大規模改造工事のため、２学期以

降は、学校図書館の本の貸出ができなかった。そこ

で、読書活動が継続できるように、一人一台端末を

利用した。（電子図書館『Yomokka』利用） 

『Yomokka』は「いつでも、どこでも、好きなだけ！」

をコンセプトに、児童の読書環境を支え、新たな読

書体験を提供することを目指した、読み放題型電子

図書館である。読書はもちろん、様々な本と出会え

る機能を搭載しており、児童の読書の幅を広げるこ

とができた。 

   クラスで自分のチャンプ本を紹介する際も、一人

一台端末の学習アプリの機能を活用し、クラス全体

で共有した。 

 

３ 成果と今後の課題 

(1) 成果 

・ 学校図書館は閉館しているが、電子図書を取

り入れることで、児童の読書に対する意欲が継

続した。 

・ 担任が授業で並行読書を取り入れることを意

識したことにより、授業展開に広がりが見られ

た。 

(2) 課題 

・ 学校図書館が読書センターの役割に偏りがち

なので、学習・情報センターの役割も果たせる

ような学校図書館の経営を行いたい。 
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